
平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

一

八

号

政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
の
枠
組
み
と
法
律
の
規
定
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則

18



政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
の
枠
組
み
と
法
律
の
規
定
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
平
成
三
十
年
十
月
十
二
日
に
、
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
を
開
催
し
、
外
国
人

材
の
受
入
れ
を
進
め
る
た
め
の
、
「
『
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
』
及
び
『
法
務
省
設
置
法
』
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
の
骨
子
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

特
定
技
能
二
号
で
帯
同
で
き
る
家
族
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
を
進
め
る
た
め
の
「
『
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
』
及
び
『
法
務
省
設
置
法
』
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
以
下
、
本
件
法
案
と
い
う
。
）
に
明
記
し
ま

す
か
。

二

特
定
技
能
一
号
な
い
し
二
号
の
外
国
人
労
働
者
が
、
失
業
し
、
保
険
料
の
未
払
い
等
の
理
由
で
健
康
保
険
を
利
用
で
き
な

い
状
態
で
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
日
本
の
病
院
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。
そ
の
場
合
、
自
己
負
担
の

割
合
は
何
割
で
す
か
。

三

二
に
つ
い
て
、
医
療
費
の
支
払
い
能
力
が
な
い
場
合
で
も
、
治
療
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
。
支
払
い
能
力
が
な
い
場
合
は
、

誰
が
医
療
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

一



四

特
定
技
能
二
号
の
外
国
人
労
働
者
は
、
在
留
資
格
の
更
新
時
に
雇
用
契
約
が
切
れ
て
い
た
ら
、
帰
国
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
三
十
年
、
四
十
年
、
日
本
で
就
労
し
た
と
し
て
も
、
特
定
技
能
一
号
な
い
し
二
号
の
外
国
人
労
働
者
の
退
職

者
が
、
日
本
で
老
後
を
送
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
で
す
か
。

五

特
定
技
能
一
号
な
い
し
二
号
の
外
国
人
労
働
者
が
、
年
金
を
受
給
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。
も
し
あ
る
な
ら
、
ど
の

よ
う
な
場
合
で
す
か
。

六

特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
の
在
留
期
間
の
上
限
期
間
は
五
年
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
本
件
法
案
に
明
記
さ
れ

ま
す
か
。
も
し
本
件
法
案
に
明
記
さ
れ
な
い
場
合
は
、
将
来
、
法
改
正
を
経
ず
に
、
特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
の
在

留
期
間
の
上
限
を
延
長
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。
も
し
法
改
正
を
経
ず
に
延
長
が
可
能
な
ら
、
そ
の
延
長
は
、
何
年
間
ま

で
可
能
で
す
か
。
延
長
の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

七

特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
の
在
留
期
間
の
上
限
が
五
年
で
あ
る
こ
と
が
、
本
件
法
案
に
明
記
さ
れ
る
場
合
は
、
在

留
期
間
の
五
年
を
超
え
た
更
新
や
延
長
は
、
本
件
法
案
の
成
立
、
施
行
後
に
、
改
め
て
法
改
正
を
し
な
け
れ
ば
不
可
能
で
す

か
。
も
し
、
改
め
て
法
改
正
し
な
く
て
も
、
在
留
期
間
の
五
年
を
超
え
た
更
新
や
延
長
が
で
き
る
な
ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
手
続
き
に
よ
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

二



八

特
定
技
能
一
号
か
ら
特
定
技
能
二
号
に
移
行
で
き
る
外
国
人
労
働
者
の
割
合
の
上
限
は
あ
り
ま
す
か
。
も
し
上
限
が
無
い

な
ら
、
特
定
技
能
二
号
に
移
行
す
る
基
準
を
満
た
せ
ば
、
特
定
技
能
一
号
か
ら
特
定
技
能
二
号
に
、
希
望
者
の
全
員
が
、
五

年
後
に
移
行
で
き
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
あ
り
得
ま
せ
ん
か
。

九

家
族
帯
同
で
、
期
限
の
上
限
な
く
在
留
す
る
特
定
技
能
二
号
の
外
国
人
労
働
者
を
、
移
民
と
認
識
し
て
も
よ
い
で
す
か
。

も
し
移
民
と
認
識
す
る
こ
と
が
間
違
い
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。

十

特
定
技
能
一
号
な
い
し
二
号
の
外
国
人
労
働
者
の
中
で
、
将
来
的
に
移
民
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
は
い
ま
す
か
、
そ
れ

と
も
、
そ
の
可
能
性
は
無
い
で
す
か
。
無
い
な
ら
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。

十
一

現
在
、
技
能
実
習
を
し
て
い
る
外
国
人
技
能
実
習
生
が
、
本
件
法
案
の
成
立
、
施
行
後
に
、
特
定
技
能
一
号
に
な
れ

ば
、
合
計
十
年
間
、
日
本
に
在
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

十
二

現
在
、
技
能
実
習
を
し
て
い
る
外
国
人
技
能
実
習
生
が
、
本
件
法
案
の
成
立
、
施
行
後
に
、
特
定
技
能
一
号
に
な
り
、

合
計
十
年
間
、
日
本
に
在
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
っ
た
場
合
、
出
身
国
に
生
活
基
盤
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
帰
国

し
づ
ら
い
外
国
人
も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
外
国
人
が
、
帰
国
せ
ず
に
日
本
で
就
労
を
続
け
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
に
な
り
ま
す
か
。

三



十
三

本
件
法
案
の
施
行
が
、
二
〇
一
九
年
四
月
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。
国
民
の
十
分
な
理
解
と
納

得
を
得
る
た
め
に
、
議
論
と
周
知
の
た
め
の
時
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
本
件
法
案
の
施
行
を
、
二
〇

一
九
年
四
月
よ
り
も
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。

十
四

本
件
法
案
で
規
定
さ
れ
る
受
入
れ
機
関
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
要
件
を
満
た
し
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
経

る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
受
入
れ
機
関
が
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
の
改
善
命
令
に
従
わ
な
い
等
の
場
合
、
外
国
人

労
働
者
と
の
契
約
を
締
結
で
き
な
い
よ
う
に
し
、
あ
る
い
は
、
解
除
す
る
命
令
等
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

十
五

本
件
法
案
で
規
定
さ
れ
る
受
入
れ
機
関
に
、
人
材
派
遣
会
社
が
な
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
要
件
を
満
た
せ
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。

十
六

特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
同
士
が
結
婚
し
た
場
合
、
ま
た
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
、
家
族
を
帯
同

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
人
道
的
見
地
か
ら
、
当
然
認
め
ら
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
こ
の
子
ど
も
は
、
保
険
診
療
の
医
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
か
。

十
七

外
国
人
労
働
者
同
士
が
結
婚
し
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
地
域
の
公
立
小
学
校
に
は
義
務
教
育
と
し
て
通
学
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
か
。
ま
た
、
地
域
の
保
育
所
や
幼
稚
園
も
、
日
本
人
と
同
様
に
利
用
で
き
ま
す
か
。

四



十
八

十
七
に
つ
い
て
、
小
学
校
へ
の
通
学
や
保
育
所
、
幼
稚
園
へ
の
通
園
等
に
あ
た
り
、
日
本
語
が
不
自
由
な
可
能
性
が
あ

る
外
国
人
労
働
者
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
補
助
の
職
員
等
は
つ
き
ま
す
か
。

右
質
問
す
る
。

五


